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　バラスト軌道の道床内部に関する不均一な沈下現象を適切に
予測し，どのような対策が沈下抑制に有効かを定量的に評価す
る力学モデルの開発を進めている。その成果の一つとして，バ
ラスト軌道の沈下量を長期間定期的に把握するために，汎用の
レベル測量手法を用いて，低コストかつ比較的高精度な，非接

置すれば十分である。提案手法を，実軌道のまくらぎの沈下測
量に適用したところ，測定誤差の標準偏差は0.2mm以下と高
精度であり，測定時間も1点あたり1分程度であり，測定精度
面でも効率面でもその有効性が確認された。

（鉄道総研報告，2007年12月）

触のモニタリング手法を開
発した。本法は，電子レベル
とバーコード標尺を用いて人
為的な読みとり誤差を無くし，
かつ，計測点周辺に配置した
4箇所以上の基準杭の高さの
読みをもとに，測点の位置関
係を考慮した最小自乗法計算
により，機材の設置誤差を補
正・除去するものである。電
子レベルは，測定の都度，計
測点近傍の任意点に三脚で設 図　実軌道におけるまくらぎ沈下量の測定結果
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